
 

 

 

 

 

 

1学期の「あたり前」を振り返って 
今年の妙高高原北小学校の合言葉は、右にある「妙高高原北小   妙高高原北小ＡＢＣＤ 

ＡＢＣＤ」です。集会等があるたびに、子どもたちにもいろいろ 

な「あたり前」を紹介したり、考えさせたりしてきました。この 

学校だよりにも、右の合言葉をずっと掲載し続けてきました。ち 

ょっとしつこいぐらいですね。でも、小学生のうちに、もっと長 

い目で見ると「子ども」でいられるうちに、たくさんの「あたり 

前」を増やしてほしいと、心から願っています。 

 長かった１学期、子どもたちは、元気一杯、学校生活を過ごしていました。新しい学習を学びな 

がら、友達と楽しく遊んだり、時にはけんかをしたり、また時には友人関係に悩んだりしながら、 

あるいは運動会などの行事を経験しながら、たくさんの「あたり前」を身に付けたことでしょう。 

もちろん「誰の目にもはっきりと分かるあたり前」もあると思いますが、「心の中にあり他の人から 

は見えないあたり前」もあることでしょう。ひょっとしたら「自分でも気付かないあたり前」もあ 

るのだろうな･･･と、明るくたくましい子どもたちの様子を見ながら感じています。 

 『本当に大切なものは目には見えない』と言いますから、子どもたちの目に見えない「素敵なあ 

たり前」を紹介できればよいのでしょうが、すべてを紹介することはできません。そこで今日は、 

学校全体の「素敵なあたり前」を２つ紹介します。１つめは、以前にも紹介した「明るいあいさつ」 

です。先日も、毎朝子どもたちの登校を見守ってくださっている方から「だいぶ気持ちのよいあい 

さつができるようになってきましたね」という嬉しい言葉をいただきました。ひいき目かもしれま 

せんが、校長から見ても素敵な笑顔であいさつをする子どもが増えてきています。２つめは「廊下 

を走らなくなった」ということです。なんだ、そんな小さなことか･･･なんて思わないでくださいね。 

こういうことが「あたり前」にできることが、実はとっても大切なのです。 

 反面、前回の学校だよりで次に身に付けさせたい「あたり前」として紹介した「話の聞き方」に 

ついては、残念ながらまだまだです。これは子どもたちだけでできることではありません。まずは、 

職員が、よく聞いていない、聞く態勢ができていない子どもに気付くこと。その上で、適切な言葉 

を遣い、分かりやすく、短く、できれば子どもの興味を引き出すように話していくなど、教員とし 

ての「あたり前」を確実に実施していく必要があります。これは私たち職員の課題です。 

 さて、明日から約１ヶ月間の夏休みです。是非、この夏休み中、お子さんにどんな「あたり前」 

を身に付けさせたいか、ご家族で相談してください。生涯にわたり子どもたちの徳となる「素敵な 

あたり前」を１つでも多く獲得し、さらにたくましい姿で学校に戻ってくることを楽しみにしてい 

ます。 

 １学期間、当校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。 
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 ７月７日、夏の児童集会を行いました。 

 始めに、集会委員会による、「七夕」の紹介がありまし 

た。男児が扮した美しい(？)おり姫も登場!! 全校のみ 

んなを楽しませてくれました。 

その後は、なかよしグループで、お互いに自分の書い 

た願いごとを紹介。そして、作ってきた飾りとともに思 

いを込めて、竹に結びつけました。 

みんなの願いで一杯の竹が、暑い体育館で汗を流しな 

がら遊びに熱中している子どもたちを、窓から吹き込む 

さわやかな風とともに見守っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水泳授業を始めたころは、涼しい日が続き、時には震えながら水泳に取り組んでいた子どもたち。

子どもたちの願いが通じたのか、７月中盤から猛暑が続き、ようやくプールの水温も上昇。子ども

たちものびのびと水泳授業に参加し、水に慣れたり、泳力を伸ばしたりすることができました。 

水泳学習の終盤、どの学年も水の事故を防ぐ一環として、服を着たまま泳ぐ「着衣水泳」に挑戦

しました。見るのと実際にやってみるのとでは大違い。子どもたちは、水の中で服が重くなる感覚

や肌にまとわりつく感覚、また、水着で泳ぐよりもずっと泳ぎにくくなる感覚を体験しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

願い事の紹介 

落ちないように･･ 七夕紹介全キャスト 美しい（？）おり姫も・・・ 

こうすれば体が 
自然と浮くんだね 

高学年は靴も履いて入りました 

ブイに捕まって 
救助完了!! 

夏の児童集会 

着衣水泳 

私の願いは･･･ 



 

 「子どもが、毎日ゲームばかりするようになって困っています。以前は、時間を守っていたので

すが、だんだん守れなくなってきました。先日は、移動中の車の中でゲームをやめなかったので取

り上げると、怒って運転中の私の髪の毛を引っ張ってくるんです。また、むしゃくしゃするのか、

妹に暴力を振るうようになってきました。どうしたらいいでしょう。」 

これは、ある学校の先生に実際に保護者から寄せられた相談です。妙高市内に限らず、どこの学

校でも、今、子どもたちのゲームやネット利用が、大きな課題となっています。子どもたちは、こ

れから夏休みに入ります。今までより長い時間を、家で過ごすことになります。この時期に、ゲー

ムやネットの利用方法について、家族でもう一度考えることが大切です。 

まずは、利用時間についてです。利用時間を子どもたちだけに任せるのは危険です。ゲームは次々

に刺激的な場面を子どもたちに提供してきます。子どもたちが自分で止めるには、かなりの我慢を

要します。こんな実話があります。ある家族が電車に乗っていました。目的地が近くなったので、

ゲームを止めるように言っても止めなかったため、父親がゲームを取り上げました。取り上げられ

た幼児が父親に言った言葉が「何するんだ、てめぇ」･･･です。それだけ、ゲームは子どもたちにと

って面白く刺激的なのです。 

そこで、必要になるのは、時間に関するルールです。みなさんのご家庭では、ルールがあるでし

ょうか？ そして、そのルールを子どもがきちんと意識しているでしょうか？ まずは、学年やそれ

ぞれの環境に合わせて、夏休みのルールを決めて(確認して)ください。ポイントは、親が一方的に

決めるのではなく、親の願いを伝え子どもと一緒に話し合い、子どもが納得したルールにすること

です。ルールは、「１日１時間まで」というように一定時間を決めるもの、あるいは「学習した時間

と同じだけ」というようなものなど、それぞれの家庭に合わせたものでよいと思います。 

大切なのは、ここで決めたルールを徹底して守る(守らせる)ことです。そのためにも、守れなか

ったらペナルティが必要です。翌日はゲーム禁止にするのは最低限ですが、子どもだけでなく家族

全体が「翌日テレビ禁止」「翌日スマホ禁止」などというように、家族全体の問題にすると効果が高

まります。このルールを徹底させることができるかどうかが鍵です。家族の本気度が問われます。 

もう一つ大切なのは、隙間の時間に使わせないことです。決めたルールの他に、外出のときの移

動時間、食事ができるまでの待ち時間･･･など、ついつい使いたくなる時間がたくさんあります。そ

れを我慢させることができるかどうかです。ここでも家族の本気度が問われます。 

これらのルールが守れたとき、子どもには我慢する力が必ず付きます。刺激

的なゲームを我慢することができるのですから、他のこともきっと我慢できる

ようになるでしょう。「ゲームのルールを守らせることで子どもに我慢する力

が付く」･･･素敵な話だと思いませんか。ただし、簡単ではありません。 

ゲーム依存は、もはや子どもの世界だけの話ではなく、大人社会でも問題になっている社会現象

です。依存を解消するためには入院が必要で、その治療方法は、アルコール依存と同じ方法が有効

であることも分かっています。子どもたちの将来のためにも、今年の夏休みには、家族で協力して、

「ゲーム利用時間のルールを守る(徹底する)」ということに取り組んでください。 

 現在ルールがあり、きちんと守られている家庭も、夏休みを迎えるこの時期に再確認をお願いし

ます。前述の２つの例は、決して他人事ではありません。取り返しがつかないことにならにうちに･･･。 

夏休みとゲーム・ネット 
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○ALTの先生が帰国されます 

先生は、外国語のＡＬＴとして、妙高市に２年間勤務されていました。妙高高原北小学校でも、

外国語活動の時間を中心に、言葉だけでなく外国の文化なども教えてくださいました。このたび、

母国であるアメリカに帰国されることになり、先日子どもたちとお別れ会を行いました。   

ユーモアたっぷりだった先生。子どもたちは大好きでした。先生から外国の言葉や文化を学んだ

経験は、子どもたちにとってかけがえのない経験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

○    教諭がお休みをいただきます（産休） 

 もみじ学級担任が8月23日から産休をいただきます。２学期タート時には、 

すでに産休に入っていますので、しばらく子どもたちとは会えなくなります。 

 

 先生から届く嬉しい知らせを、みんなで待ちましょう！ 

          (＊２学期からは、代わりの先生に来ていただきます。) 

 

 

         

約 1 か月の夏休みです。充実した生活が送れるよう、見守ってください。９月末  

にあるマラソンに向けて、計画的に体力づくりもできるといいですね。 

 

8/2日(水) 上越地区水泳大会  14日(木) 委員会 

７日(月) ＪＲＣトレセン(～8日) 15日(金) 青空なかよしウォークラリー 

14日(月) 学校無人化(～15日) 18日(月) 敬老の日 

28日(月) ２学期始業式 給食開始 19日(火) 全校朝会 

29日(火) 全校朝会 発育測定(低) 21日(木) 市親善陸上大会 

30日(水) 発育測定(中) 22日(金) 市親善陸上大会予備日 

31日(木) フリー参観日 クラブ 23日(土) 秋分の日 

9/1日(金) 芸術鑑賞教室(1～3年) 

発育測定(高) 

26日(火) 全校朝会 

28日(木) 合同マラソン大会 クラブ 

ＰＴＡ奉仕作業 食券作業 4日(月) 妙高ﾌﾚﾝﾄﾞｽｸｰﾙ 6年(～8日) 

5日(火) ＰＴＡ企画委員会 29日(金) 合同マラソン大会予備日 

9日(土) 妙高高原中学校体育祭 30日(土) 妙高高原こども園運動会 

12日(火) 児童朝会 避難訓練③ 

マラソン前内科検診 

  

  

子どもたちへのﾒｯｾｰｼ 子どもから手紙のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ 先生へ児童からお礼の言葉 

お知らせ 

８・９月の 
行事予定 


